
十
一
月
一
日
、
㈱
玄
米
酵
素

洞
爺
健
康
館
の
増
築
を
記
念
し

て
、
同
社
と
洞
爺
村
、
洞
爺
村

教
育
委
員
会
が
共
催
し
て
童
謡

と
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
総
合

セ
ン
タ
ー
集
会
室
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
社
の
岩
崎
輝
明
社
長
の
あ

い
さ
つ
と
食
事
道
に
つ
い
て
の
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話
の
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
み
ん
な
の
う

た
（
昭
和
四
十
五
年
）
で
「
小

さ
な
木
の
実
」
な
ど
を
歌
い
、

好
評
を
博
し
た
大
庭
照
子
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。大

庭
さ
ん
は
、
日
本
固
有
の

音
楽
文
化
「
童
謡
」
の
継
承
と

普
及
を
図
る
た
め
、
九
州
阿
蘇

郡
久
木
野
村
に
「
日

本
国
際
童
謡
館
」
を

設
立
し
、
館
長
を
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
、
保
育

所
幼
児
を
含
む
大
勢

の
村
民
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、
大
庭
さ
ん

と
童
謡
組
の
童
謡
や

歌
謡
曲
の
美
し
く
豊

か
な
歌
声
に
、
惜
し

み
な
い
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

十
一
月
十
六
日
、
洞
爺
観
光
協

会
主
催
で
行
わ
れ
た
「
洞
爺
村
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ア
マ
チ

ュ
ア
を
対
象
に
、
洞
爺
村
の
四
季

折
々
の
風
景
写
真
、
祭
事
、
花
、

鳥
な
ど
の
写
真
を
村
内
外
か
ら
募

っ
て
行
わ
れ
、
連
続
開
催
で
は
五

回
目
と
な
り
、
遠
く
は
神
奈
川
県

か
ら
の
応
募
も
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
観
光
協
会
会
長

の
高
橋
利
典
さ
ん
が
「
年
々
、
作

品
は
進
歩
し
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
洞
爺
の
自
然
、
癒
し
な
ど

の
良
さ
が
色
々
な
形
と
な
っ
て
表

現
さ
れ
て
い
る
。」と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
選
考
に
あ
っ
た

て
、
企
画
部
長
の
村
上
隆
昭
さ
ん

か
ら
「
今
回
の
応
募
で
は
規
格
外

の
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
応
募
が
あ
っ
た

が
審
査
対
象
と
し
た
。
審
査
員
は

素
人
四
人
が
審
査
を
行
い
、
自
分

の
家
に
飾
り
た
い
、
人
に
あ
げ
た

い
と
思
う
写
真
を
三
点
ず
つ
挙
げ
、

絞
り
込
ん
だ
。」と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

特
選
に
は
、
村
内
の
小
野
廣
さ

ん
の
作
品
「
月
光
の
湖
」
が
選
ば

れ
、
準
特
選
に
は
、
札
幌
市
の
近

藤
信
竹
さ
ん
、
江
別
市
の
苅
田
勲

さ
ん
の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ

ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

大庭照子さんほか三人が見事なハーモニーで歌う

洞
爺
健
康
館
増
築
記
念

歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

﹁
月
光
の
湖
﹂が
特
選
受
賞

洞
爺
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

特選を受賞した小野廣さん

平成17年度　受賞者

特　選 月光の湖 小野　　廣 洞爺村

準特選 陽光 近藤　信竹 札幌市

準特選 また来たい浮見堂 苅田　　勲 江別市

入　選 洞爺の春景 安達　克雄 神奈川県

入　選 秋 安達　京子 洞爺村

入　選 カヌーと白鳥 安達　紀明 洞爺村

入　選 湖畔の夜明け 伊東　順好 伊達市

入　選 静寂 小野　政子 洞爺村

作　品　名 作　　者 住　　所


